
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: （成果）新聞の連載童話のストーリーは、教師にも児童にも一回一回が初読で、新鮮である。その点では、教師も児童も非常に平等である。この平等感が功を奏し、教師も一読者として、児童と同じ目線で童話を楽しむことができた。このフラットな雰囲気が、児童の発表意欲を喚起したと考えている。
（課題）この取り組みが継続するためには、マンネリ化しないようにステップアップさせていくことが必要だと思う。今後、どのように工夫していくかは、児童の実態からよく見極めていきたい。
	TextField2: ・新聞の連載童話を毎朝、聞けるので、楽しい気持ちで一日が始まる。
・思ったことや感じたことを恥ずかしいと思わないで、発表できるようになった。
・感想を出し合ったり、ストーリーを予想したりするなかで、友だちの色々な感じ方を聞けるので楽しい。
	TextField2: ①新聞の連載童話の読み聞かせを聞く。
②感想を出し合う。
③.明日掲載されるストーリーを予想し、話し合う。
（留意点）
　・新聞への興味・関心が高まるように児童自身が新聞を開き、連載童話が掲載されている欄を見つけること　　ができる時間と場を確保する。 
  ・どんな感想も受容し、発表しやすい雰囲気をつくる。
　・連載童話への意識が持続できるように、読み聞かせの前に、前日のあらすじを想起させるとともに、読み　　聞かせ後は、登場人物の性格も加味しながら明日のストーリーを予想する話し合いの場をもつ。
	TextField2: 年間を通して「朝の会」の中で行う。（10分×35週）
	TextField2: ・連載童話を聞き、自分の感想を発表することができたか。　・話型にとらわれないで、自分の言葉で話そうとすることができたか。　・友だちの感想に反応しながら友だちの感想を聞くことができたか。
	TextField2: 新聞の連載童話を聞き、自分の感想をもつことができる。
	TextField2: お話リボンでみんなの心を結ぼう
	TextField2: 朝の会　17名
	TextField2: 第3学年
	TextField2: 上村千栄
	TextField2: 岡山県笠岡市立新山小学校
	TextField1: お話リボンでみんなの心を結ぼう



